月惑星研究会関西支部通信　　No.43  ２００５年１月３０日

　２００５年最初の例会をおこないました。今回は支部通信の発行がおくれたことを最初にお詫び申し上げます。

　さて、本年は火星の準大接近のある年にあたります。土星や木星は観測シーズンのまっ最中であり、報告がたくさん送られてきています。また、最近は単波長の画像が多く撮られるようになり、集まってくる画像から何を導き出せばよいか、解析をおこなう方の力量が問われるようになりました。みなさんがたの中でこういった方面の勉強をされる方が出てくださることを願ってやみません。

　今回の例会は、大学卒業後間もない、社会人１年生の岡本さんがビジターとして参加されました。また、わたしたちの会にも会員として参加されるということで、これからの活躍が大いに期待されます。わたしたちの支部には、２０代前半の方が何人かおられますが、こういったみなさんのメーリングリストなどでの活躍も期待したいと思います。（安達）

１　近況報告

安達：　仕事はあまりに忙しく、毎日職場に９時過ぎまでいる日が続いています。帰った

　　　らへとへとで、観測も何もできていません。望遠鏡はもう半年も触っていませ

　　　ん。居住している自治会の大きな問題にも悩まされ、ストレスは極限状態です。

　　　たまの休みには、池村さんからい依頼されている「火星シミュレーション」の

　　　修正をやっています。何とか後１週間くらいで完成できるところまでこぎつけ

　　　た感じです。いつになったら観測ができるかわかりませんし、来年度からは

　　　異動の可能性もあり、落ち着いた日はまだまだ遠くにあるようです。

柚木：　ドームの製作は止まったままになっています。（安達より：この後、画像

　　　に関することをしゃべられていましたが、私には暗号だらけで分からず解説

　　　できません。すいません。）望遠鏡はベランダから下に下ろしたほうが振動

　　　が少なく、よい画像を得るにはかえってそのほうがよいように思っています。

　　　新しいミラーを使うようになりましたが、今使っているミラーのほうが性能

　　　がよくなったように思います。将来はグレードアップし、３５cmにしようか

　　　なと思っています。ハイリゲインシャイン現象を天文ガイドに原稿つきで送

　　　りました。（掲載されますように！）

西田：　月惑星研究会関西支部には初めての参加で、福井市から来ました。大きな

　　　望遠鏡がほしくなって、３０cmのクラシックカセグレインを使い、自宅に天

　　　文台も作った（柚木さんが開所式に参加されました）。グレゴリー式望遠鏡

　　　もあるが、光軸調整が難しくて困っている。これからは皆さんのようにがん

　　　ばりたい。（グレゴリーは安達も持っているが、光軸の調整は非常に困難。

　　　なにしろ、そのまま組み立てると裏返しになる。）

瀧本（香川）：　人間ドックに入ったら潰瘍が見つかった。投薬の結果治ってきた

　　　が、副作用で困っている。直り変えのとき、期限切れの牛乳を飲んでしばら

　　　く寝込んでひどい目にあった。その間、接眼部を電動にした。せっかく改良した

　　　が、気流は悪く、ピントの位置がよくつかめずに困っている（どこで合って

　　　いるのか分からない）。雨漏りをしていたドームの改築をおこなった。これ

　　　でしばらくは大丈夫だろう。マックホルツ彗星を撮った。太陽は黒点が少な

　　　く不活発な状態。先週の２６日に東京で、なんと、平林会長に偶然会った「

　　　みなさんによろしく。」とのことだった（柚木さん。見えない糸でつながっ

　　　ているんですよ！）。

伊賀：　昨年の１１月に５ショット撮影したが処理はまだできていない。現在は、

　　　木星も取りやすい位置で、撮りたいがまだできていない。正月に実家（岡山

　　　県高梁市）に帰ったら地元に大きな望遠鏡をつくっておられる人がいた。見

　　　学すると１２２ｃｍヨーク式反射望遠鏡をドームともども自作されていた。

　　　この春に公開する予定とのことでした。天文ガイドのサロンのストックがあ

　　　りません。みなさん、協力してください。（書いてみようという方は、至急

　　　伊賀さんに連絡ください。若い人！！ビギナーとして、これからの惑星観測

　　　に魅せられた心境、観測などを載せてみませんか？）

永長：　１０月以来、４時起床を続けている（スゴーお！）。木星だけにこだわっ

　　　て撮影している。毎回２時間を観測時間のめどにしている。気流は悪く、満

　　　足な画像を得られていない。たまによい気流に出会い、成果でるとほっとす

　　　る。伊賀さんに提供してもらった位置測定ソフトによる位置測定がおもしろ

　　　くなっている。これから、分析も面白くなってきた（どこかにめあてをつく

　　　りがんばってください。次回の例会のときには、何か紹介してくださいね）。

　　　木星は、はやくSEBかく乱をみたいと思っています。火星が見えてきたので、

　　　火星も始めた。シミュレーションと比較してみているが、やっと模様を捉え

　　　ることができた。モノクロのIRでトライすると成功した。視直径は４秒あま

　　　り。（何も写っていないものも貴重だから報告してください。By安達）

福井：　静岡から来ました。今シーズンからATKを使い始めました。近赤外で撮る

　　　ことが多い。明け方は、太陽が出てくるまでは観測しています。静岡は天気

　　　がよくほとんど晴れています。メタンバンドのフィルターは昨年手にいれ、

　　　直焦点で撮影しています。今年は気流が悪く、星食をがんばっています。

　　　（活躍の様子が天界に出ています。見てあげてください。By安達）

岡本：　初めて大阪の箕面市からやってきました。池村さんに紹介していただき、

　　　参加しました。最近は気流が悪く観測にならない日が多いです。毎日、もど

　　　かしい思いをしながらがんばっています。私の望遠鏡では木星の北半球には

　　　なにも見えない。（眼視では見えないのが普通ですね）小学生から木星のス

　　　ケッチをしてきています。今もスケッチでの観測を続けています。２３歳、

　　　社会人１年目です。（スケッチは長年の経験で、安定したものを得られてい

　　　ます。目をしっかり鍛えてくださいね）

奥田：　滋賀県の信楽から来ました。今年はいまだに観測していません。いろんな

　　　役をもらい、観測には時間が取れない状態が続いています。

畑中：　望遠鏡がおかしく、鏡筒を疑いましたが、鏡筒のたわみはないようでした。

　　　星像をチェックしてみたら副鏡のサポーターの回折像が出ていたので、

0.５ミリのステンレスを違うものに換えました（りん青銅の薄いものにし

たの？　By安達）。これからも改良を重ねる予定です。最近、土星は赤外で

は模様が出ないことに気がつきました。赤外カットを入れると南半球の様子

がよく出ました。（赤外をカットするかしないか、個人によって固定した方が

まとめる側には助かりますが。；by安達）

林：　観測はできていません。昨年に土星を見たのが最後ですが、それ以降観測で

　　　きていません。マックホルツ彗星は撮りにいった。

２　木星の近況報告（伊賀）

　１２月末での木星の全面展開図を提示。

· SEBnは二重になっています。真ん中に赤い斑点のあるところが見られます。

GRSの後方は明るくかく乱状態で、その他には目だった変化はないようで、通常

の変化だと思います。

· BAの後方に暗部があり、BAははっきり見えます。STBの濃い部分はBAの後

　方のみ見られます。

· 北半球は、NEBの幅が広くなっています。全体に幅が広くなり赤みが強くなしまし

た。赤茶色のバージが４個くらい見られます。NEBnにノッチがみられます。NEB

の中央付近の緯度に明るいスポットの出ることが見られています。リフトは前方

に動いているものととまっているものとの２種類があるように見えます。

· NTBはあいかわらず見えません。NNTBには一部濃くなった部分が見られます。

· EZnのフェストーンは目立たなくなっています。

· 目立って見えていますが、EZ(EB)の暗部は追跡していません。

· いろいろな波長で撮影がされているが、どんな意味があるのか次回までに調べ

てくる必要があると思います。まだ、単波長での展開図を作るまでにはいたって

いません。

· 参加者でカッシーニの動画を見、各対流の動きの確認をおこないました。この

　動画のURLは伊賀さんがMLで知らせることになりました。

３　土星の概況（柚木）

　今回は、土星の近況報告を柚木さんにお願いすることにしました。

○体系１・３の説明。

木星は体系１・２・３を使っていますが、土星はなぜか体系１・３の２種類にな

っています。どうして２系がないのかが分からず、東亜天文学会木星土星課長の堀

川氏に問い合わせ、回答を得ました。しかし、残念なことにはっきりしたことは分か

らず、推測での返答でした。会長もご存じなく、正しいことまでは分かりませんでし

た（実は安達も不思議に思っていました。難しいものですね）。

· EBにでた白斑は、実は白斑ではなく擾乱（じょうらん）と呼ぶほうが適当

　だと思われる、よい画像が撮られているのを見つけた。

　SEBsは経度によって、変化があるようです。

南極の部分はドーナツ状のきれいな円ではなく、でこぼこが見られた。気流さえ

良ければ、細かな模様をキャッチできることが分かった極付近でも、かなりの変

化があるようです（参加者で、画像を見て、この事実を確認しあいました）。

B環は４重構造になっているようです。ハイリゲインシャイン現象で見えにくく

なっていましたが、１月９日から１９日の間は明るく記録されていました。（１

４日が衝）ハイリゲインシャイン現象は、opposition effectが英語名で、ハイリゲ

インシャインはドイツ語の気象用語でした。赤外でも明るく写っていた（畑中）。

福井さんのメールで気がつきましたが、前回の衝のときよりも明るいと思いまし

た。ただ、昨年と比べて正確な明るさについてははっきりしないでしょう。

　　太陽・地球・土星が本当の意味で一直線になっていたので、特別に明るく見え

　ていたのではないかと考えています。（黄道光のうち、対日照はこの影響かも？？）

３　新しい機材

· ミードからでた、空冷のccdカメラ（２５万画素）。１時間の露出ができる。

USBでつながる。ATKはつなぎ換えないといけない。西田さんは持ってるそうで

した。このカメラはfittで出力できる。冷却ｃｃｄの廉価版だ。

○　朝の学習会の簡単な紹介（伊賀）レジスタックス３の学習会から

使い方を集まって検討していた。（猿でもできる画像処理で、安達さんもやった

らなんて言われました。）

４　おまけ

＜おまけ１＞

伊賀さんが植えに紹介された、佐野さんのお宅の天文台の紹介がありました。

７．２mのドームがあり民宿をしておられる。ヨーク式の望遠鏡を製作中との

ことで、１・２mのF8の望遠鏡で、作るのは難しかったそうだ。自動導入で動

くとのこと。

　　ウェッブページを立ち上げておられるので、それを参照してください。

　柚木さんは２年前に会ったのが最初だったとか。インターネットでは「たかはし

天文台」で検索。火星には間に合わせたいとのことでした。例会参加者からは見に

行きたい人がたくさん出ました。

＜おまけ２、２９回木星会議＞

旭川市の阿久津さんから、進捗状況の連絡が入りました。講演会には、国立天文

台の渡部先生に交渉をしているそうです。まだ正式には決まっていないとのことで

す。記念講演やパネルディスカッションなどの計画を進めているそうです。日程は、

まだ完全に決まったわけではありませんが、決まり次第連絡が入ることになっていま

す。

５　火星の報告（安達）

観測報告が届き始めています。HPには３件の報告が寄せられていますが、視直

径が非常に小さいにも関わらず、かなりの模様を捉えています。中でも、２０３年

に濃化したセルペンティス付近が、今シーズンも暗くなったままであることが、早

くも確認されました。国内は気流が悪く、」成果は今ひとつ上がっていませんが、

これから報告が多くなることを期待しています。

例会には、永長さんが取られた火星の画像も出てきました。模様はほとんど出て

いませんでしたが、それなりに情報は得られ、安達から、何も写っていないような

ものでも、きちんと報告してほしいことが伝えられました。例会では永長さんの、

悪シーイングのときの火星像を見ながら、それから分かることを言い合いました。

６　その他

· 次回の例会は４月３日

今回は、少し早いですが、会場の都合で、４月３日しか押さえることができま

せんでした。いつものペースよりも早いですが、日程を確保してください。４月当初

で、異動などの問題があるかもしれませんが、よろしくお願い申し上げます。

· 会費について

１年間は１０００円で、前払いとなっています。事務局の口座に振り込んでい

　ただくか、福井さんまで送金してください。

